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がんやアルツハイマー病診断のための
エピジェネティック修飾易測定法の開発
KEYWORDS　がん診断、アルツハイマー病診断、ゲノムDNA 、遺伝子、エピジェネティック修飾

がんやアルツハイマー病患者の細胞ではゲノムDNAの修飾（エピジェネティック修飾）が異常となって
おり、これはがんやアルツハイマー病のバイオマーカーとして利用可能です。本研究室では人工発光
タンパク質を利用したゲノムDNA全体に含まれる修飾塩基測定法や、修飾によりDNA の物理化学的
性質が変化するこを利用した疾患関連遺伝子の修飾塩基測定法を開発しております。

■ エピジェネティック修飾を標的としたがんやアルツハイマー病診断薬の開発
■ 標的疾患に対するエピジェネティックバイオマーカーの探索
■ 大腸菌や哺乳類細胞を用いたタンパク質の組換え生産

ゲノムDNA全体に含まれる修飾塩基測定法

疾患関連遺伝子の修飾塩基測定法

がんやアルツハイマー病患者の細胞では
ゲノムDNA 全体に含まれる5-メチルシ
トシンや5-ヒドロキシメチルシトシンの
割合が低下しております。
本研究室では、5- メチルシトシンや
5- ヒドロキシメチルシトシンに結合する
タンパク質に発光タンパク質を融合させ、
これらを用いて試薬を混合するだけで簡
便にゲノムDNA 中に含まれる修飾塩基
を測定する方法を開発しました。

がんやアルツハイマー病患者の細胞では
それら疾病に関連する遺伝子の修飾
状態が異常となっております。
本研究室ではDNAの特殊構造である
四重鎖構造中に修飾塩基が含まれると、
その熱安定性が変化することを明らかに
しております。さらに、この特性を利用し、
定量PCRや等温PCRを行うだけで簡便
に標的遺伝子中の修飾塩基を測定する
方法を開発しました。また、プローブDNA
で捕捉した標的遺伝子中の修飾塩基を
人工発光タンパク質や蛍光タンパク質を
用いて測定する方法も開発しました。
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